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希望講師 理由 希望テーマ 理由

1
石垣 泰則　部会員
（コーラルクリニック院長）

（一般）日本生活期リハビリテーション医学会の理
事を務め、在宅で療養する患者の生活期のリハビ
リテーションに造詣が深い。

在宅における生活期のリハビリ
テーションについて

病気を病院で治療して自宅に帰った患者さんや、疾患や
フレイルによる障害で、生活期におけるリハビリテーショ
ンを必要とする方が増えている。生活期のリハビリテー
ション医療の理解と啓発を促すことを目的とする。

2
石垣 泰則　部会員
（コーラルクリニック院長）

神経難病の患者を対象とした在宅医療専門診療
所で、長年にわたり臨床に携わった経験が豊富な
ため。

神経難病の在宅医療について

高齢化社会において、高齢の神経難病患者も増えてきて
いる。稀な疾患と考えがちであった神経難病も、身近な
ものになってきている。文京区民の皆様に、在宅で療養
する神経難病の患者さんを理解していただくために有意
義と考える。

3
吉田 大介先生
（東京在宅ケアクリニック院長）

長年、在宅緩和ケアに携わってきたエキスパート。
緩和ケア領域における造詣が深い。

在宅緩和ケア

苦痛を持つすべての在宅療養患者に共通する「緩和ケア」
は、在宅医療において普遍的に必要な領域である。癌を
はじめ苦痛の大きい病気であっても、在宅で穏やかに生
活ができることを啓発することを目的とする。

4
弓野 大先生
（医療法人社団ゆみの理事長／ゆみのハートクリ
ニック）

循環器領域の在宅医療のエキスパート
在宅における循環器疾患・心不
全管理について

高齢になって心臓に初疾患を抱える在宅患者は多い。近
年、在宅医療の現場においても使用できる循環器疾患治
療薬が承認されているため、アップデートされた情報は
有意義である。

5
文京区社会福祉協議会の「ユアストーリー」担当
田渋 あづさ先生（こころのひと休み保健室）
斉藤 知江子先生（こころのひと休み保健室）

文京区のACPの具体的な相談業務に携わってい
る。

人生のエンディングを共に考え
寄り添うには

「いざという時」を突然迎え、混乱される本人及び家族へ
の接し方を実践的に学べるため。

6
大河内　章三先生
(倉敷市中庄高齢者支援センター 主任介護支援専
門員）

介護、医療の専門職に向けたACP導入実践研修
から市民啓発まで幅広く展開し、ケアマネジャーと
して現場での導入実践経験も豊富。実際の導入事
例や経験からの問題点等解説していただけるの
ではないか。

ACPを活用した医療と介護の
連携

人生の最終段階において、どの様な医療・介護を受ける
かという意思決定をどう支援するのか、そしてそれをど
の様に本人、家族、医療、介護が連携して叶えていき、望
む最期を迎えるための支援をするのか、学んでみたい。

7 医療にかかわるお金の話

病院(クリニック含む)や薬局への支払いは、領収書をも
らってもよくわからない項目がある。身近では往診と訪
問診療の費用の違いや様々な制度(公的医療制度、難病
医療費助成制度、障害者医療制度等)により負担が変
わったり、医療費控除についても知らないことがある。医
療に関連するお金について知識を得たい。


